
 

 

 
      (公財)兵庫県まちづくり技術センター 

「令和６年度第２回まちづくり専門家会議」のご案内 vol.２(R6.1２.2) 
 

「講演にあたって一言コメント」を追加しました。 

 

令和６年度の第 2 回まちづくり専門家会議を次のとおり開催します。 
 

センターでは、住民主体のまちづくりを推進する市町への支援するため、『まちアップ支援事業』を実

施し、まちづくり専門家を派遣しています。 

また、「まちづくり専門家バンク」を設置し、まちアップ支援事業で活用するとともに、市町によるま

ちづくり支援でも活用いただいています。 

まちづくり専門家会議は、まちづくり専門家の業務内容や専門知識、解決能力を直に感じとっていた

だくことで専門家バンクをより有効に活用しようというものです。また専門家と市町職員との交流の機

会にもしていこうというものです。 
 

センターは、まちアップ支援事業と当該専門家会議により、市町における協働と住民主体のまちづく

りを促進したいと考えています。 

みなさまの積極的なご参加をお待ちしております。 

 

 ◆日 時     令和 6 年 12 月 16 日（月）14:00 ～ 17:15（受付開始：13:30） 

  ◆場 所     まちづくり技術センター大会議室（神明ビル３F）（定員 30 名） 

Zoom によるリモート参加可 

  ◆参 集     ①市町 まちづくり担当等         

        ②まちづくり専門家バンク登録者      

  ◆参加費     無 料 

  ◆申込み     電子メールで件名を「専門家会議参加」として所属･氏名･連絡先、会場 or リモートを選

択して、メール送信（メールアドレスmachicen@hyogo-ctc.or.jp）願います。 

（先着順）  リモート参加者には追って、ミーティングルーム URL を送信します。 

  ◆問合せ先   公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター まちづくり支援課 担当 豊嶋 尾崎 

〒650-0023  神戸市中央区栄町通 6 丁目 1-21  神明ビル 5Ｆ 

  TEL 078-367-1262/1263   

 

 

13:30  《開  会》   

13:40  《講  演》 

(1) 講師 田中 順子氏（株式会社八州 関西支店） 

【区画整理事業の廃止に向けた地区計画】 

(2) 講師 中佐 一重氏 （株式会社ユーエヌ土地利用研究所） 

【阪神・淡路大震災復興のまちづくり 兵庫県東浦町（現淡路市）の場合】 

～重視したコミュニティの再生と柔軟な復興手法～ 

(3) 講師 岡 絵理子氏 （関西大学 環境都市工学部 教授） 

       【みんなで育てるまちづくりをめざして】 ～夢をカタチにする力～ 

※ 講演毎に 15 分間程度の質疑応答やの時間を設けます。 

《トークセッション》 

16:45  《閉  会》 

 

MAP 

ウラ面もご覧下さい 

mailto:machicen@hyogo-ctc.or.jp


 

講演にあたって一言コメント 

講師の方々から、講演内容について事前に一言コメントを頂きました。 
なお、講師のプロフィール等については、当センターweb page に掲載の「まちづ

くり専門家バンク登録専門家一覧表」をご覧ください。（右の QR コード、または、
https://www.hyogo-ctc.or.jp/ctc /business/land/land_5_1.html ） 

 
 

 
田中 順子氏 「区画整理事業の廃止に向けた地区計画」 

 

土地区画整理事業は面的に市街地整備ができる有効な手法ですが、事業費の捻出や住民、権利者の合意形成
などハードルが高い事業です。事業費を確保するために事業者が保留地を取得することを前提に事業を行う方
式等もありますが、個々の家の建て替えなどにあわせて緩やかに道路整備を行うルールづくりとして地区計画
制度があり、これを活用することで土地区画整理事業が抱える問題を乗り越えた事例をお話したいと思います。 

中心となるお話としては、土地画整理事業の廃止に向け、良好な市街地環境を維持していくために地区計画
を導入し、地区住民によるまちづくりを検討した事例です。当該地区は既成市街地で開発住宅や農地が混在し
ており、主に現道を中心に「地区施設（道路）」を決定するまでの合意形成に向けた経緯等についてお話した
いと思います。 

 
 

中佐 一重氏  「阪神・淡路大震災復興のまちづくり 兵庫県東浦町（現：淡路市）の場合」 

           ～重 視 したコミュニティの再 生 と柔 軟 な復 興 手 法 ～ 

 
1995 年１月 17 日に発生した阪神・淡路大震災は、淡路島の漁村地域に甚大な被害をもたらしました。兵庫県

からのお声かけを受けて、約４年間「仮屋地区」の復興事業に参加させていただきました。 
この事業では、これまで営まれてきた漁村の強いコミュニティの結びつきを最重視した計画立案と、国土交通 

（密集事業）と農林水産省（漁集事業）の合併施行という、省庁間の垣根を越えて連携による復興事業を時間軸に
よって変化する現地の状況を把握しながら柔軟な計画づくりとその推進を図ってきました。 

これからのまちづくの参考となればありがたいです。 
 

 

岡 絵理子 「みんなで育てるまちづくりをめざして」～夢をカタチにする力～ 

 
 私は、大学の教員です。以前はコンサルタントのような仕事をした時期もありましたが、大学の教員になった
2002 年以降は、主に公地方公共団体などの審議会委員や委員会委員の立場で、意見をお伝えしています。とは言
いながら、むしろ勉強をさせていただいているところの方が多いと思います。 

そんな中で、時々地域の方へ何か話をしていただけないか、と依頼されることがあります。都市計画事業を実
際に進めたこともありませんので、ただ研究者、教育者としての立場でお話しするしかありません。そんな時に
は、その街の歴史を読み解き、現状を統計などから把握し、その上でこのまちづくりは、本当は誰が中心に担う
べきなのか、地域での活動をいかにまちづくりに繋げるか、そしてみんなで未来を夢をカタチにしましょう、と
いうお話をさせていただいています。 

今回はその事例のいくつかをお話ししたいと思います。 
 

 

https://www.hyogo-ctc.or.jp/ctc/business/land/land_5_1.html

